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キーワード：金属耐性、緑化 

要旨：国内には多くの鉱山跡地が存在しており、

効率的な環境修復手法が求められる。中でも植物

を用いた緑化は堆積物の流亡や飛散防止が可能

であり、比較的低コストの処理法とされ近年注目

されている。対象の鉱山跡地には集積場跡地が存

在し、ススキやアカマツといった植物が生育して

いた。特にススキの付近で生育するアカマツは、

ススキから離れて生育するアカマツと比較して

健全であり（図 1）、ススキの付近はアカマツが

生存しやすい環境であると考えられた。 

本研究ではススキの付近に生育するアカマツ

と、ススキから離れた場所で生育するアカマツの

生存率や内生菌の感染率を比較し、ススキがアカ

マツの生存への影響を明らかにすることを目的

とした。発芽したばかりのアカマツの芽生えの生

存率を 1 年間観察したところ、ススキの付近に

生育するアカマツは離れて生育するアカマツよ

りも生存率が高いことが確認された（図 2）。ま

た、根に生息する内生菌の感染率もススキの付近

のアカマツの方が高いことが明らかとなった（図

3）。本発表では、ススキが内生菌の接種源となり

樹木の生残率を向上させる機構について議論す

る。 

 

 

  

図 1 ススキの株から離れて生育するアカマ

ツとススキの株の中で生育するアカマツ 
 
 

 
図 2 現地におけるアカマツ実生の生存率 

 
 

 
図 3 アカマツの根における内生菌の感染率 

 


